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五
月
の
末
に
は
川
崎
市
多
摩
区
で
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
待
っ
て
い
た
子
供
た
ち
が
刃
物
を
持
っ
た
男
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
六
月
の
中
頃
に
は
、
大
阪
の

千
里
山
で
交
番
が
襲
わ
れ
て
警
察
官
が
刺
さ
れ
、

拳
銃
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
川

崎
市
で
は
二
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
犯
人
は
自
殺
し

ま
し
た
。
千
里
山
の
刺
さ
れ
た
警
察
官
は
、
一
時
は

生
死
の
境
を
彷
徨
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
命
を
と
り
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
人
の
犯
人
と
も
、
普
段
か
ら
あ
ま
り
人
と
話

さ
ず
に
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
前
に
も
お
話
し

し
ま
し
た
が
、
誰
と
も
話
さ
ず
生
活
で
き
る
の
で
、

感
謝
す
る
心
も
少
な
く
、
も
の
の
考
え
方
が
偏
り
、

損
得
勘
定
も
激
し
い
。
マ
ナ
ー
が
悪
く
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
自
分
本
位
の
、
利
己
主
義
で
欲
深
い
者
、

「
癒
し
」
な
る
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
、
思
う
よ
う
に
な

ら
な
い
と
「
ス
ト
レ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
借
り
て
、

凶
悪
犯
罪
や
、
悪
質
な
詐
欺
を
は
た
ら
き
、「
死
に

た
か
っ
た
か
ら
」
と
言
い
な
が
ら
、
弱
い
人
た
ち
に

刃
を
向
け
る
よ
う
な
輩
に
よ
る
凶
悪
な
犯
罪
が
目
立

ち
、
本
当
に
安
心
し
、
信
用
し
て
生
活
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
大
師
様
は
「
も
の
の
興
廃
は
必
ず
人
に

よ
る
、
人
の
昇
沈
は
定
め
て
道
に
あ
り
。
大

海
は
衆
流
に
資
っ
て
以
て
深
き
こ
と
を
致

し
、
蘇
迷
は
積
塵
を
待
っ
て
高
き
こ
と
を

な
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
大

師
様
が
庶
民
の
学
校
を
建
て
よ
う
と
し
て
、

国
の
許
可
と
援
助
を
願
っ
て
書
か
れ
た
上
表
文
に
あ

る
も
の
で
、
全
て
の
興
廃
は
そ
こ
に
関
わ
っ
た
人
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
の
浮
き
沈
み
は
、
古
く
か

ら
伝
わ
る
尊
き
教
え
を
如
何
に
学
び
、
実
践
し
て
き

た
か
に
よ
る
。
海
の
深
さ
は
幾
筋
も
の
川
の
流
れ
が

集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
し
、
高
い
山
も
長
年

に
わ
た
る
塵
が
積
も
る
こ
と
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

難
し
く
考
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
手
を
合
わ
せ
、

お
か
げ
様
と
い
う
謙
虚
な
心
、
あ
り
が
と
う
と
い
う

感
謝
の
言
葉
を
積
み
重
ね
て
暮
ら
す
こ
と
が
、
お
大

師
様
の
説
か
れ
る
道
だ
と
思
う
の
で
す
。
感
謝
す
る

こ
と
が
苦
に
な
る
人
は
、
す
ぐ
に
癇
癪
を
起
し
て
し

ま
い
ま
す
。
感
謝
す
る
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
生
き
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

合
掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三
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お
姿
で
す
。
こ
の
薬
壺
は
、
除
病
を
司

る
仏
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
、
慈
悲
の
働
き
を
象
徴
し
て　

い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

⑵
脇
侍
―
本
尊
の
左
右
に
付
き
添
っ
て

立
っ
て
い
る
お
像
の
こ
と
で
、
薬
師
如

来
は
日
月
の
徳
を
具
象
化
し
た
日に

っ
こ
う光
菩

薩
と
月が

っ
こ
う光
菩
薩
を
脇
侍
と
し
て
従
え
て

い
ま
す
。
本
尊
の
薬
師
如
来
と
合
わ
せ

て
、
薬
師
三
尊
と
い
ま
す
。

　

⑶
眷
属
―
本
尊
に
随
従
す
る
諸
尊
の
こ
と

で
、
薬
師
如
来
を
信
仰
す
る
人
々
を
守

護
す
る
た
め
に
、
眷
属
と
し
て
の
護
法

神
で
あ
る
十
二
神
将
を
従
え
た
作
例
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
十
二
神
将
は
、
前
述

の
薬
師
如
来
の
十
二
大
願
に
基
づ
い
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
如
く
、
薬
師
如
来
は
、
主
に
現
世

利
益
の
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

だ
が
、
半
面
、
死
者
の
魂
を
救
済
す
る
仏
と

し
て
も
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
薬
師
如
来

は
、
死
者
に
対
し
て
も
、
現
世
に
生
存
し
て

い
る
人
々
の
如
く
に
教
え
導
く
仏
と
し
て
も

信
仰
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
、
死
者
を

も
済
度
す
る
薬
師
如
来
は
、
七
七
日
忌
、
す

な
わ
ち
満
中
陰
に
当
た
る
四
十
九
日
忌
の
守

り
仏
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
死
後

四
十
九
日
目
よ
り
七
日
間
、
こ
の
薬
師
如
来

が
死
者
の
得
脱
の
た
め
に
法
を
説
き
、
霊
体

を
整
え
て
、
次
の
百
ヶ
日
の
守
り
本
尊
で
あ

る
観
世
音
菩
薩
の
も
と
に
送
り
届
け
て
く
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

薬
師
如
来
（
薬
師
仏
）
は
、
薬
師
瑠
璃
光

如
来
・
医
王
如
来
・
大
医
王
（
仏
）
と
も
い
わ
れ
、

東
方
の
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
仏
は
、
医
王
と
し
て
人
々
の
病
を
癒

し
、
苦
悩
を
救
っ
て
下
さ
る
仏
と
し
て
、
殊

に
現
世
の
人
々
の
幸
せ
を
願
う
仏
と
し
て
広

く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。（
薬
師
と
は
、
医

師
の
こ
と
。
わ
が
国
で
も
、
古
く
は
医
者
の

こ
と
を
「
薬く

す
し師
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。）

　

さ
て
、
薬
師
如
来
は
、
菩
薩
と
し
て
修
行

を
し
て
い
る
時
に
、
十
二
の
大
願
を
発お

こ

し
て
、

そ
れ
を
成
満
し
て
、
如
来
と
な
ら
れ
た
の
で

す
。
十
二
大
願
は
、
玄
奘
訳
の
『
薬
師
瑠
璃

光
如
来
本
願
功
徳
経
』（
略
し
て
『
薬
師
本
願

功
徳
経
』）
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
願
は
左
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。

　
　

⑴
光
明
普
照　

⑵
随
意
成じ

ょ
う
べ
ん弁

　
　

⑶
施
無
尽
物も

つ　

⑷
安あ

ん
り
ゅ
う立

大
乗

　
　

⑸
具
戒
清し

ょ
う
じ
ょ
う

浄　

⑹
諸
根
具
足

　
　

⑺
除
病
安
楽　

⑻
転
女
得
仏

　
　

⑼
安あ

ん
り
ゅ
う立

正し
ょ
う
け
ん見　

⑽
苦
悩
解げ

だ
つ脱

　
　

⑾
飽ほ
う
じ
き食
安
楽　

⑿
美
衣
満
足

　

こ
れ
ら
の
諸
願
は
、
衆
生
が
被

こ
う
む
る
数
々
の

病
気
や
災
い
や
苦
悩
な
ど
を
悉
く
取
り
除
い

て
、
つ
い
に
は
悟
り
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
期

す
る
誓
願
で
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
⑹
の
身
体
の
健
全
と
、
⑺
の

無
病
息
災
を
司
る
二
願
が
強
く
意
識
さ
れ
、

病
気
を
癒
す
仏
と
し
て
広
く
信
仰
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

一
体
に
、
人
間
に
と
っ
て
、
最
大
の
不
安

や
恐
れ
は
死
で
あ
り
ま
す
。
薬
師
如
来
は
、

そ
の
死
を
招
く
病
に
打
ち
克
つ
力
を
与
え
て

く
だ
さ
る
仏
と
し
て
、
信
仰
を
集
め
て
き
ま

し
た
。

　

薬
師
如
来
の
十
二
大
願
は
極
め
て
現
世
利

益
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
却
っ
て
人
々
を
信
仰

に
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
薬
師
は
現
世
利
益
の
仏
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
意
は
、
人
々

の
願
望
を
叶
え
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、

人
々
を
究
極
の
悟
り
の
世
界
へ
導
く
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
現
世
利
益
は
、
あ
く
ま
で
も
悟

り
へ
と
導
く
方
便
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
、
菩
薩
の
「
願
」（
本
願
・
誓
願
）

に
つ
い
て
、
少
し
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
来
、
悟
り
（
菩
提
）
を
求
め
て
修
行
す

る
菩
薩
は
、
ま
ず
悩
み
苦
し
む
衆
生
を
憐
れ

み
、
そ
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
誓
い
を

立
て
ま
す
。
そ
れ
を
実
践
修
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
誓
願
に
大
き
な
力
が
備
わ
り
、

完
全
な
る
悟
り
を
開
き
、
仏
に
な
れ
る
の

で
す
。

　

そ
の
「
願
」
は
、
要
約
す
れ
ば
、
次
の
二

願
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑴
、
上じ

ょ
う
ぐ
ぼ
だ
い

求
菩
提
―
上
に
向
っ
て
は
菩
提

（
悟
り
）
を
求
め
て
修
行
す
る
こ
と
。

（
自
利
＝
自
ら
を
利
益
す
る
こ
と
。）

　

⑵
、
下げ

け化
衆し

ゅ
じ
ょ
う

生
―
下
に
向
っ
て
は
衆
生

を
教
化
し
て
救
済
す
る
こ
と
。（
利
他

＝
他
人
を
利
益
す
る
こ
と
）

　

こ
の
二
願
は
、
自
己
の
悟
り
と
他
人
の
救

済
と
い
う
自
他
の
二
利
が
、
同
等
に
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

だ
が
、
後
に
な
る
ほ
ど
、
菩
薩
の
願
と
し

て
は
、
自
利
よ
り
も
利
他
が
優
先
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
北
本
の
『
涅
槃
経
』
に
は
、
左

の
如
き
文
言
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

自
未
得
度
・
先
度
他

　

こ
こ
に
い
う
「
得
度
」
と
は
、「
苦
し
み
の

此
岸
か
ら
涅
槃
寂
静
の
彼
岸
に
渡
る
こ
と
」

で
、悟
り
を
得
る
こ
と
。
こ
の
文
言
の
意
味
は
、

「
自
分
は
未
だ
悟
り
を
得
て
い
な
い
の
に
、
ま

ず
他
人
を
救
済
し
よ
う
と
願
う
こ
と
」
で
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
こ
と
は
後
回

し
に
し
て
、
ま
ず
他
人
（
衆
生
）
を
救
済
し

よ
う
と
願
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
願
い

は
、
生な

ま
な
か半
の
こ
と
で
は
実
行
出
来
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
さ
ま
な
ら
で
は
の
誓
願

と
い
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
薬
師
如
来
の
像
容
と
脇わ

き
じ侍

（
脇わ

き
だ
ち立
）
と
眷け
ん
ぞ
く属
と
に
つ
い
て
、
少
し
く
触
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

⑴
像
容
―
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
右
手
を
施
無
畏
の
印
に
な
し
、

左
手
の
掌
の
上
に
薬や

っ
こ壺

を
載
せ
て
い
る

　

十
三
佛
に
見
守
ら
れ
て
⑽

　
　

―
薬
師
如
来　
　
摩
耶
山
天
上
寺
貫
主 

伊
藤　

浄
厳
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◆ 

七
月

○
三
十
日   （
火
）　
子
ど
も
寺
子
屋
修
行

　

◆ 

八
月

○
九
日    

（
金
）　
四
萬
六
千
日
燈
明
会　

み
あ
か
り
観
音　

 

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
二
日
（
月
）
～
十
五
日
（
木
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
木
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要　
　
　
〈
午
前
十
時
〉　
本
坊
客
殿

○
十
七
日
（
土
）　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要　
〈
午
前
九
時
・
正
午
・
午
後
三
時
〉　
青
葉
殿

○
十
九
日
（
月
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要　
　
　
〈
午
後
二
時
〉　
櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
火
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要　
　
　
〈
午
後
二
時
〉　
蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
火
）・
二
十
一
日
（
水
）　
盆
大
師
（
ご
縁
日
）

　

◆ 

九
月

○
七
日
（
土
）　
東
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト　

２
０
０
０
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

○
二
十
日
（
金
）
～
二
十
六
日
（
木
）　 

　
　

彼
岸
会　

特
別
護
摩
祈
祷
　

 

　
　〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時
〉
護
摩
堂

○
二
十
日
（
金
）・
二
十
一
日
（
土
）　

　
　

彼
岸
大
師
（
ご
縁
日
）

○
二
十
八
日
（
土
）　
　

　
　

須
磨　

夜
音　

音
楽
法
要
祭　

 

　
　〈
午
後
六
時
〉

　

◆ 

十
月

○
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
）　 

大
師
縁
日

　

◆ 
十
一
月

○
二
十
日
（
水
）・ 

二
十
一
日
（
木
）　 

大
師
縁
日

○
二
十
三
日
（
土
）　 
秋
の
大
祭　

須
磨
の
火
祭
り　

 

柴
燈
大
護
摩
供　

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
午
前
十
一
時
〉
須
磨
寺 

境
内

　

四
萬
六
千
日
と
は
、
観
音
様
の

ご
縁
日
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る

と
、
四
萬
六
千
日
参
詣
し
た
の
に
相

当
す
る
功
徳
を
生
ず
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
本
堂
に
お
い
て

初
盆
精
霊
供
養
の
法
要
を
執
り
行

い
、
引
き
続
い
て
境
内
に
ろ
う
そ
く

で
形
作
ら
れ
た
巨
大
な
観
音
様
の
お

顔
、
み
あ
か
り
観
音
の
前
で
読
経
し
、

皆
様
方
の
所
願
成
就
・
萬
霊
供
養
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、

本
堂
前
に
お
い
て
和
太
鼓
の
奉
納
演

奏
な
ど
の
催
し
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

知
友
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ

い
。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

夏
・
秋
の
行
事
案
内

 
四
萬
六
千
日
燈
明
会　
　
　
　
　
　
　

 
　
　
　
　
　

～
み
あ
か
り
観
音
～

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日　
　

午
後
六
時
よ
り

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

一
、
ご
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

ろ
う
そ
く　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　

一
霊　
　

三
千
円
也



青葉の笛だより （4）

　

令
和
元
年
九
月
二
十
八
日
十
八
時
よ
り
、
第
五

回
と
な
る
「
須
磨　

夜
音　

音
楽
法
要
祭
」
を
執

り
行
い
ま
す
。「
夜
音　

音
楽
法
要
祭
」
は
、

平
敦
盛
を
は
じ
め
と
す
る
源
平
戦
士
へ
の
供
養
と

平
和
へ
の
祈
り
、
そ
し
て
度
重
な
る
災
害
に
お
け

る
慰
霊
と
復
興
の
祈
り
を
法
要
の
趣
旨
と
し
て
い

ま
す
。

　

法
要
の
内
容
は
、
元
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
ド
ラ
マ
ー

の
梶
原
徹
也
氏
率
い
る
「
神
紗
」
の
ド
ラ
ム
・
和

太
鼓
・
舞
・
三
味
線
の
奉
納
演
奏
に
加
え
、
須
磨

琴
の
演
奏
と
Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
Ｆ
Ｍ
神
戸
の
サ
ウ
ン
ド
ク

ル
ー
中
野
耕
史
氏
の
語
り
、
そ
し
て
昨
年
に
引
き

続
き
天
台
聲
明
兵
庫
社
会
奉
仕
會
と
須
磨
寺
の
僧

侶
が
共
に
声
明
を
唱
え
ま
す
。
天
台
宗
の
声
明
と

真
言
宗
の
声
明
、
宗
派
を
越
え
て
共
に
祈
り
ま
す
。

法
要
の
最
後
に
は
、
読
経
と
ド
ラ
ム
・
和
太
鼓
・

舞
が
す
べ
て
重
な
り
合
い
、
祈
り
の
世
界
を
創
り

出
し
ま
す
。

　

夜
の
お
寺
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
僧
侶
の

読
経
と
音
楽
が
織
り
な
す
祈
り
の
世
界
を
体
感
し

て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
心
に
響
く
法
要
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
寺
に
足
を
運
ん
で

下
さ
る
多
く
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。
是
非
ご
知
友
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

記

　

日　

時　

  

令
和
元
年
九
月
二
十
八
日（
土
）
午
後
六
時
よ
り

　

場　

所　

  

出
世
稲
荷
前　

舞
台

 

須
磨 

夜
音 

音
楽
法
要
祭

～
真
言
声
明
と
天
台
声
明
　
平
安
の
響
き
～

入
場
自
由

  
須
磨
の
火
祭
り

須
磨
の
火
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ
い
と
う燈

大お
お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の

一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を
仏
様
に
感
謝
し
、
火
渡
り
に

よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋
に
行

い
ま
す
。
火
渡
り
神
事
と
は
火か
し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
も
い
わ
れ
、
柴

燈
護
摩
の
終
わ
り
に
火
の
上
を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に

よ
り
災
厄
を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除
の
た
め
に
、
火

渡
り
を
し
て
身
を
清
め
、
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　

火
渡
り
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し

し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　

一
、
日　
　
　

時　
　

十
一
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
一
時
開
白

　

一
、
会　
　
　

場　
　

須
磨
寺
境
内　

※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　

一
、
ご

祈

祷
　

特
別
祈
祷
札　
　
　

一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
護
摩
木　
　
　
　

千
円

　

一
、
火

渡

り
　

厄
年
特
別
火
渡
り　

五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
火
渡
り　
　
　

二
千
円
〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　

  

※
火
渡
り
神
事
は
荒
行
で
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

  

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

一
、
お
申
し
込
み　
　

須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
二
年　

厄
年
表

 

平
成　

十
四
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

平
成　
　

八
年
生
（
男
性　

小
厄
）

 

平
成　

元　

年
生
（
女
性　

前
厄
）　

昭
和
五
十
五
年
生
（
男
性　

前
厄
）

 

昭
和
六
十
三
年
生
（
女
性　

本
厄
）　

昭
和
五
十
四
年
生
（
男
性　

本
厄
）

 

昭
和
六
十
二
年
生
（
女
性　

後
厄
）　

昭
和
五
十
三
年
生
（
男
性　

後
厄
）

 

昭
和
五
十
九
年
生
（
女
性　

厄
年
）　

昭
和
三
十
五
年
生
（
男
性　

厄
年
）

 

昭
和
三
十
五
年
生
（
女
性　

厄
年
）



青葉の笛だより（5）
　
『
終
活
』
は
「
安
心
」
を
見
つ
け
る
修
行

　

最
近
、『
終
活
』
に
関
す
る
情
報
番
組
や
書

籍
・
雑
誌
、
著
名
人
の
終
活
に
関
す
る
報
道

を
見
聞
き
し
ま
す
が
、「
終
活
」
と
い
う
言
葉

に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
聞
く
の
は「
後
ろ
向
き
」

「
寂
し
い
」「
悲
し
い
」
等
の
マ
イ
ナ
ス
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

一
方
で
「
準
備
し
な
い
と
」「
考
え
て
お
か
な

い
と
」「
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
」
と
必
要

な
こ
と
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
少
な
く
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
身
や
大

切
な
方
の
死
出
の
旅
路
に
向
け
た
準
備
で
も

あ
り
、
心
穏
や
か
で
い
ら
れ
な
い
こ
と
も
多

分
に
あ
り
ま
す
。
で
は
、「
終
活
」
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

人
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
身
体
の
痛
み

や
体
力
の
衰
え
を
覚
え
、
色
々
な
病
を
得
て

お
医
者
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
、
介
護
を
要

す
る
状
況
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
は
元
気
で
も
自
分
自
身
が
病
気
に
な
る
、

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

こ
と
へ
の
不
安
や
「
死
」
を
迎
え
る
こ
と
へ

の
恐
れ
や
死
後
の
安
住
の
地
の
こ
と
へ
の
心

配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
生
ま
れ
て
き
た
す
べ
て
の
方
に
訪

れ
る
「
老
」「
病
」「
死
」
に
伴
う
苦
悩
で
あ
り
、

日
々
の
生
活
を
し
て
い
る
中
で
出
会
い
と
別

れ
を
繰
り
返
し
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
色
々
な

こ
と
で
悩
ん
だ
り
も
し
ま
す
。
こ
の
「
生
き

て
い
る
」
こ
と
で
生
じ
る
「
苦
」
に
正
面
か

ら
向
き
合
う
こ
と
が
『
終
活
』
で
あ
り
、
色
々

な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
頂
上
を
目
指
す
山
登

り
の
修
行
な
の
で
す
。
山
の
頂
に
は
、
苦
労

と
苦
悩
を
乗
り
越
え
て
き
た
成
果
で
あ
る
「
安

心
」
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

で
は
、『
終
活
』
が
山
を
登
る
修
行
で
あ
る

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。「
①
道
標
に
な
る
地
図
」「
②
修

行
す
る
た
め
の
行
衣
」「
③
覚
り
を
得
よ
う
と

い
う
発
心
」「
④
体
力
を
つ
け
る
た
め
の
食
物
」

で
す
。
1
つ
目
の
「
道
標
に
な
る
地
図
」
と

は
、『
終
活
』
と
一
言
で
言
っ
て
も
法
律
・
医

療
・
介
護
・
金
融
・
デ
ジ
タ
ル
・
葬
送
・
佛

事
等
の
事
務
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
詳
し
い
専
門
家
に
支
援
し
て
頂

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
必
要

な
準
備
は
何
な
の
か
を
見
つ
け
る
た
め
に
も

大
切
な
準
備
で
す
。
2
つ
目
の
「
修
行
す
る

た
め
の
行
衣
」
と
は
、
執
着
や
妄
執
を
寄
せ

付
け
な
い
心
の
鎧
（
浄
衣
）
で
す
。
人
は
財

や
肩
書
や
名
誉
等
に
固
執
し
て
し
ま
い
が
ち

で
、
そ
の
こ
と
が
人
の
意
見
を
聞
こ
え
な
く

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

頑
張
っ
て
き
た
成
果
と
想
い
を
一
度
洗
い
流

し
て
真
っ
新
な
浄
衣
を
着
て
身
軽
に
な
っ
て

登
山
修
行
を
始
め
る
の
で
す
。
3
つ
目
の

「
覚
り
を
得
よ
う
と
い
う
発
心
」
と
は
、
自

身
が
『
終
活
』
を
す
る
意
義
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
す
。『
終
活
』
と
い
う
山
登
り
の
修

行
を
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
辛
く
て
苦

し
い
こ
と
や
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
成
し
遂
げ
る
強
い

心
を
養
い
、
持
ち
続
け
よ
う
と
す
る
心
で
す
。

4
つ
目
の
「
力
を
つ
け
る
た
め
の
食
べ
物
」
と

は
、
心
身
に
栄
養
を
付
け
る
も
の
の
こ
と
で

す
。
大
切
な
人
と
旅
行
や
食
事
に
行
っ
た
り

す
る
こ
と
（
想
い
出
創
り
）
は
心
の
栄
養
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
断
捨
離
し
て
買
い
取
っ

て
も
ら
っ
た
お
金
で
好
き
な
こ
と
を
し
た
り
、

子
供
さ
ん
や
孫
さ
ん
に
お
小
遣
い
を
あ
げ
た

り
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

身
の
周
り
の
も
の
を
処
分
す
る
こ
と
は
勇
気

が
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
勇
気
を
出
す

こ
と
で
新
た
な
喜
び
が
見
つ
け
ら
れ
れ
ば

少
し
ず
つ
で
も
頑
張
れ
ま
す
。
心
身
の
栄
養

は
『
終
活
』
の
山
登
り
修
行
に
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

次
に
、
い
ざ
『
終
活
』
山
登
り
修
行
を
始

め
る
と
色
々
な
難
所
（
課
題
）
が
出
て
き
ま
す
。

「
専
門
家
と
の
ご
縁
」「
知
識
の
壁
」「
お
金
の

問
題
」「
人
間
関
係
」
等
挙
げ
る
と
色
々
出
て

き
ま
す
が
、
頂
上
を
見
据
え
て
自
分
の
ペ
ー

ス
を
守
っ
て
出
来
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
片
付

け
て
い
く
と
不
思
議
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

解
決
の
糸
口
に
な
る
ご
縁
を
頂
く
こ
と
が
出

来
た
り
し
ま
す
。
そ
の
時
に
少
し
勇
気
を
出

し
て
そ
の
ご
縁
を
引
き
寄
せ
て
み
て
下
さ
い
。

歩
み
は
小
さ
く
て
も
歩
み
を
進
め
れ
ば
少
し

ず
つ
路
は
拓
け
て
く
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
や
家
族

に
言
え
な
い
こ
と
、
不
安
に
思
う
こ
と
は
必

ず
出
て
き
ま
す
。
我
々
が
抱
え
る
大
き
な
苦

悩
が
集
約
さ
れ
た
『
終
活
』
と
い
う
山
登
り

修
行
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
答
え
の

出
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
出
て
く
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
時
は
是
非
お

大
師
様
や
ご
自
身
の
好
き
な
ほ
と
け
さ
ま
に

会
い
に
お
寺
へ
出
か
け
て
み
て
下
さ
い
。
お

大
師
様
や
ほ
と
け
さ
ま
に
お
話
さ
れ
る
、
或

い
は
お
寺
の
ご
住
職
等
に
お
話
を
さ
れ
る
こ

と
で
何
ら
か
の
智
慧
や
気
付
き
を
頂
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
に
支
え
合
い
な
が
ら
日
々
を
生
き

て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
旅
立
ち
に
向

け
て
も
、
旅
立
つ
時
も
多
く
の
方
の
お
力
を

お
借
り
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
お

力
を
お
借
り
す
る
大
切
な
人
の
心
身
の
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
、
ご
自
身
の
想
い
や
足
跡

を
大
切
な
人
や
後
世
に
遺
す
こ
と
が
『
終
活
』

な
ん
で
す
。

　
『
終
活
』
は
修
行
で
す
。
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
践
す
る
中
で
得

ら
れ
る
も
の
、
成
し
遂
げ
た
時
に
得
ら
れ
る

も
の
、
そ
れ
は
ご
自
身
の
不
安
の
解
消
に
つ

な
が
り
、
将
来
に
向
け
て
心
穏
や
か
な
日
々

を
作
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
『
終
活
』
を
創
造

し
て
、「
安
心
」
を
ご
自
身
の
も
の
に
し
て
下

さ
い
。

 
お
寺
で
学
ぶ
終
活
の
智
慧　

　
　
　
　
　
　
　

須
磨
寺
派
潮
音
寺
副
住
職　

中
山
戒
仁
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前
回
は
、
蓮
華
三
昧
院
開
祖
が
明
遍
上
人
で
あ
る
こ
と
と
、

お
寺
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
蓮
華
三
昧
院
開
祖
の
明
遍
上
人
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
遍
上
人
は
平
治
の
乱
で
処
刑
さ
れ
た
信
西
の
息
子
で
、

十
九
歳
で
出
家
し
、
東
大
寺
に
入
っ
て
か
ら
高
野
山
に
入
山
し

て
い
ま
す
。
明
遍
に
は
多
く
の
兄
弟
が
い
て
、
各
方
面
で
活
躍

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
関
係
が
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
醍

醐
寺
座
主
、
東
大
寺
別
当
、
東
寺
長
者
を
歴
任
し
て
高
野
山
に

入
山
し
て
西
谷
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
勝
賢
で
す
。
そ
の
事
は

『
真
言
宗
全
書
』
の
『
高
野
伽
藍
院
跡
考
』
に
「
已
後
親
タ
リ

炙
二

醍
醐
ノ
法
昧
一
ヲ

」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
の

で
す
が
、
建
久
七
年
（
一
一
九
三
）
に
勝
賢
が
亡
く
な
る
と
こ

の
世
の
無
常
を
悟
り
、
当
時
流
行
し
て
い
た
浄
土
教
の
教
え
に

傾
倒
し
て
い
き
ま
す
。
前
回
に
書
い
た
蓮
華
三
昧
院
と
い
う
名

前
の
由
来
に
な
っ
た
、
境
内
が
浄
土
に
変
わ
り
、
蓮
華
が
庭
に

現
れ
た
と
い
う
故
事
に
も
、「
高
野
伽
藍
院
跡
考
」
を
見
る
と
、

高
野
山
中
の
念
仏
僧
の
結
社
で
あ
る
蓮
社
友
が
関
わ
っ
て
い
た

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
文
治
の
始
め
（
一
一
八
五
年
頃
）
に
浄
土
宗
の
開
祖
で

あ
る
法
然
上
人
が
弟
子
の
安
楽
と
、
後
に
東
大
寺
復
興
に
尽
力

す
る
こ
と
に
な
る
重
源
を
連
れ
て
明
遍
の
も
と
に
訪
れ
て
密
教

の
法
を
授
か
り
、
恵
心
僧
都
の
描
い
た
阿
弥
陀
三
尊
像
を
寄
進

し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
明
遍
の
著
作
と

し
て
「
往
生
論
五
念
門
略
作
法
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
浄
土

教
に
対
す
る
傾
倒
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

次
回
は
高
野
山
に
あ
っ
た
念
仏
行
者
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

須
磨
寺
の
歴
史
〈
二
十
三
〉　

　
　
　
　
　

―
蓮
華
三
昧
院（
三
）

一

周

忌
 

平
成
三
十
年
亡

三

回

忌
 

平
成
二
十
九
年
亡

七

回

忌

 
平
成
二
十
五
年
亡

十
三
回
忌　

平
成
十
九
年
亡

十
七
回
忌　

平
成
十
五
年
亡

二
十
三
回
忌　

 

平
成 

 
九
年
亡

二
十
五
回
忌　

 

平
成
七
年
亡

二
十
七
回
忌　

 

平
成
五
年
亡

三
十
三
回
忌　

 

昭
和
六
十
二
年
亡

三
十
七
回
忌　

 

昭
和
五
十
八
年
亡

五
十
回
忌
　

昭
和
四
十
五
年
亡

百

回

忌

 

大
正
九
年
亡

令和元年
年忌一覧

蓮
生
院
死
生
観
く
っ
ち
ゃ
べ
り
会

　

参
加
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
死
生
観
に
つ
い
て
語
り
合
う
（
く
っ
ち
ゃ
べ
る
）
集
ま
り
で
す
。
自
分
や
他
人
の
死
生

観
に
触
れ
る
こ
と
で
世
界
観
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
寺
の
静
か
な
空
間
で
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き
る
写
経
・
瞑
想
体
験
で
す
の
で
、
写
経
・
瞑
想
を

し
た
こ
と
が
な
い
人
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
瞑
想
会
の
後
に
お
茶
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
心
身
共
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
く
だ
さ
い
。（
写
経
の
み
、
瞑
想
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

写
経
・
瞑
想
体
験
会

蓮生院　八月から十月までの行事予定

二
つ
と
も
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

前
日
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

蓮
生
院
電
話
番
号
〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

日　

時
：
八
月
十
七
日（
土
）、
九
月
八
日（
日
）、
十
月
六
日（
日
）
十
四
時
～
十
六
時

場　

所
：
蓮
生
院
客
間　
　

お
気
持
ち
：
千
円　
　

持
ち
物
：
筆
記
用
具
・
お
飲
み
物　

講　

師
：
山
脇
由
記
子

日　

時
：
八
月
二
十
五
日
（
日
）、
九
月
二
十
九
日
（
日
）、
十
月
二
十
七
日
（
日
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半　

瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
半
（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）　

場　

所
：
蓮
生
院
本
堂　
　

お
気
持
ち
：
写
経
五
百
円
・
瞑
想
会
千
円



　

去
る
六
月
二
日
に
、
大
本
山
須
磨
寺
の
青
葉
殿
講

堂
に
お
い
て
「
H
1
法
話
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
実
行
委
員
長
を
、
本
坊
副

住
職
の
小
池
陽
人
が
勤
め
ま
し
た
。
僧
侶
た
ち
が
、

仏
の
教
え
を
説
く
「
法
話
」
を
披
露
し
合
う
催
し
で
、

超
宗
派
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。
全
国

各
地
か
ら
集
っ
た
浄
土
真
宗
大
谷
派
、
真
言
宗
豊
山

派
、
日
蓮
宗
、
天
台
宗
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
曹
洞
宗
、

浄
土
宗
（
登
壇
順
）
伝
統
仏
教
七
宗
派
、
僧
侶
七
組

八
人
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
制
限
時
間
十
分
で
法
話

を
し
ま
し
た
。
約
四
百
五
十
人
の
来
場
者
と
五
人
の

審
査
員
が
、
話
の
優
劣
で
は
な
く
「
も
う
一
度
会
い

た
い
お
坊
さ
ん
」
を
基
準
に
投
票
し
、
得
票
数
が
多

か
っ
た
僧
侶
が
グ
ラ
ン
プ
リ
と
な
り
ま
す
。

　

自
薦
他
薦
で
集
ま
っ
た
、
七
宗
派
八
名
の
僧
侶
の

方
は
、
競
い
合
う
と
い
う
意
識
で
は
な
く
、
仏
教
を

伝
え
る
同
志
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
素

晴
ら
し
い
法
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
「
生
き
る

為
の
仏
教
の
教
え
」
を
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
模
範
法
話
は
、
福
岡
県
篠
栗
霊
場
南
蔵
院

の
ご
住
職
、
林
覚
乗
先
生
に
ご
法
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
場
は
、
笑
い
と
涙
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

※Y
ouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
須
磨
寺
　
小
池
陽
人
の

随
想
録
」
に
て
、
当
日
の
模
様
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
御
覧
く
だ
さ
い
。
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H１法話グランプリ
〜仏教をひろめる試み〜

八 名 の 僧 侶 が 創 意 あ ふ れ る 法 話 を 披 露

おぎゃー献金基金
入金先：
日母おぎゃー献金
基金

  ￥51,236
    入金日付：H28/12/27

盲導犬育成基金 入金先：
兵庫県盲導犬協会   ￥31,187

    入金日付：H28/12/08

犯罪被害者支援基金
入金先：
ひょうご被害者
支援センター

  ￥13,072
   入金日付：H28/12/15

熊本大地震復興支援金 入金先：
熊本県共同募金 ￥132,000

   入金日付：H28/04/27

熊本大地震復興支援金 入金先：
日本赤十字社 ￥350,000

   入金日付：H28/12/01

熊本大地震復興支援金 入金先：
熊本地震義援金受付 ¥149,000

 入金日付：H29/05/18

福島災害復興支援金 入金先：
福島災害対策本部 ￥163,000

 入金日付：H29/05/18

ネパール大地震復興支援金
　※ 朝ヨガ（和田朋子氏主宰）より

入金先：
ネパール大使館  ￥38,500

 入金日付：H29/04/25

九州水害復興支援金 入金先：
益城町災害対策本部  ￥57,000

 入金日付：H29/08/04

盲導犬育成基金 入金先：
兵庫県盲導犬協会  ￥23,807

 入金日付：H29/09/28

犯罪被害者支援基金
入金先：
公益財団法人
ひょうご被害者支援センター

 ¥8 ,074
 入金日付：H29.12.26

おぎゃー献金基金
入金先：
日母おぎゃー献金
基金

 ¥50,903
 入金日付：H29/12/28

盲導犬育成基金 入金先：
兵庫県盲導犬協会  ¥13,477 

 入金日付：H30/2/19

東広島災害復興支援金 入金先：
東広島災害対策本部  ¥141,300

 入金日付：H30/9/28

福岡県豪雨災害義援金
入金先：
福岡県平成 30 年 7 月
豪雨災害義援金受付

 ¥150,000
 入金日付：H30/9/28

犯罪被害者支援基金
入金先：
公益財団法人
ひょうご被害者支援センター

 ¥13,638
 入金日付：H31/2/12

　 ◎ 献 金 の ご 報 告 ◎ ご 献 金 に 感 謝 申し 上 げます。
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須
磨
寺
公
園
の
池
の
さ
ざ
波
に
、
睡
蓮
の

花
が
揺
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
つ
じ
ぐ
さ
。
睡
蓮
は
未
の
刻
（
午
後
二

時
）
に
や
っ
と
花
開
く
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う

呼
ば
れ
て
い
る
と
、
若
い
頃
通
っ
た
俳
句
会

で
教
え
て
も
ら
っ
た
記
憶
が
有
り
ま
す
。
け

れ
ど
、
私
が
出
会
っ
た
限
り
で
は
、
そ
ん
な

寝
坊
な
睡
蓮
は
見
か
け
ず
、
朝
か
ら
夕
方
ま

で
開
い
て
い
る
の
が
普
通
の
よ
う
で
、
眠
け

を
催
し
て
い
る
の
は
寧
ろ
、
昼
下
が
り
の
睡

蓮
の
、
あ
の
や
さ
し
い
揺
れ
心
地
を
目
に
し

て
い
る
人
の
方
で
、
名
の
由
来
も
案
外
そ
ん

な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
夏
の
終
わ
り
ま
で
、

散
歩
の
足
を
止
め
る
方
の
姿
が
見
か
け
ら
れ

ま
す
が
、
季
節
毎
に
咲
く
花
は
、
ま
る
で
勤

勉
な
宅
配
便
の
よ
う
に
、
思
い
出
の
中
で
も
、

今
で
も
、
褪
せ
る
こ
と
の
な
い
贈
り
も
の
を

届
け
て
く
れ
ま
す
。

　

も
う
何
年
前
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ

れ
は
私
が
ま
だ
ほ
ん
の
駆
け
出
し
仏
師
の
頃

で
す
。

　

須
磨
寺
塔
頭
蓮
生
院
ご
住
職
か
ら
薬
師
如

来
様
彫
像
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
に
参
上
し
、
お
話
を
し
て
い
た

薬
師
如
来
様
が
納
ま
る
厄
除
大
師
堂
の
前

に
、
大
き
な
古
い
火
鉢
が
置
か
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
一
輪
の
蓮
の
花
が
見
事
に
咲
い
て
い

ま
し
た
。

　

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
い
る
の
か
、

そ
こ
ま
で
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寺

院
に
納
ま
る
お
仏
像
の
彫
像
に
ひ
た
す
ら
張

り
切
っ
て
い
る
割
に
、
経
験
の
浅
い
も
の
知

ら
ず
の
新
米
仏
師
の
私
に
、
私
と
同
年
齢
く

ら
い
の
冨
永
ご
住
職
は
お
仏
像
へ
の
思
い
、

材
質
、
持
物
、
様
式
、
実
に
ご
熱
心
に
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

仏
像
と
い
う
形
が
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
薬
師
さ
ま
の
左
手

に
も
た
れ
る
薬
壷
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
木

で
は
な
く
水
晶
を
ご
指
定
さ
れ
た
こ
と
な

ど
、
仏
師
を
目
指
し
て
父
に
入
門
し
て
十
年

半
ば
、
刃
物
が
一
人
前
に
研
げ
て
、
漸
く
木

肌
に
心
地
よ
い
跡
が
残
っ
て
、
形
と
し
て
の

仏
像
が
彫
れ
る
喜
び
に
浸
っ
て
い
た
私
に

は
、
そ
の
語
ら
れ
る
言
葉
の
全
て
が
新
鮮
に

意
味
深
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
熱
意
溢
れ
る
そ

の
時
の
若
々
し
い
ご
住
職
の
お
顔
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

　

お
納
め
で
き
た
の
は
昭
和
五
十
九
年
の
こ

と
。
そ
の
数
年
後
に
は
、
仁
王
像
お
修
理
の

た
め
に
須
磨
寺
門
前
に
工
房
を
持
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
お
目
に
か
か
り
、
親

し
く
ご
交
誼
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
同
じ
龍
で
す
か
ら
」

　

ご
住
職
は
龍
に
心
の
「
龍
心
」。
私
は
修

行
時
代
の
「
竜
雲
」
の
字
を
龍
雲
に
変
え
た

ば
か
り
。
よ
く
そ
ん
な
こ
と
を
口
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
七
年
阪
神
大
震
災
、
須
磨

寺
界
隈
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
あ
ろ
う
こ

と
か
ご
住
職
冨
永
龍
心
師
は
全
壊
の
本
堂
と

共
に
早
逝
さ
れ
ま
し
た
。
其
の
後
、
蓮
生
院

ご
住
職
と
な
ら
れ
た
奥
様
を
始
め
、
ご
家
族

は
い
か
ば
か
り
の
ご
苦
労
を
経
験
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
ご
長
男
冨
永
龍
弘
師
が
ご
住
職
に

な
ら
れ
て
、
震
災
後
十
年
、
本
堂
は
立
派
に

再
建
さ
れ
、
私
も
落
慶
法
要
の
席
に
連
な
り

ま
し
た
。
兼
務
さ
れ
て
い
た
一
ノ
谷
貞
照
寺

も
、
須
磨
寺
境
内
蓮
生
院
本
堂
に
並
ん
で
、

来
春
完
成
の
予
定
で
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
同
時
に
永
代
供
養
堂
も
移
設

さ
れ
て
、
御
本
尊
と
な
る
阿
弥
陀
如
来
様
彫

像
の
ご
依
頼
を
頂
き
ま
し
た
。

　

何
度
か
重
ね
た
打
ち
合
わ
せ
の
席
や
、
胎

内
に
納
め
ら
れ
る
宝
珠
を
工
房
で
彫
ら
れ
た

時
な
ど
、
ま
だ
お
若
い
ご
住
職
と
差
し
向
か

い
で
あ
れ
こ
れ
お
話
を
し
て
い
る
と
、
ふ
と

勘
違
い
し
て
し
ま
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
面
影
も
物
腰
も
ご
尊
父
に

よ
く
似
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

龍
心
和
尚
と
語
り
合
え
た
日
々
が
、

三
十
五
年
の
時
を
超
え
て
い
ま
こ
こ
に
あ

る
。
木
曽
檜
の
香
り
の
中
で
、
鑿
を
ふ
る
い

な
が
ら
何
度
も
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

　

弥
生
月
も
満
ち
た
日
の
午
後
。
二
、三
日

の
冷
え
込
み
が
緩
ん
で
、
供
養
堂
内
に
お
納

め
成
っ
た
阿
弥
陀
如
来
様
は
、
ま
る
で
も
う

遥
か
以
前
か
ら
そ
の
場
に
お
ら
れ
た
か
の
よ

う
に
、
ゆ
っ
た
り
と
位
置
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

悲
喜
交
々
、
尽
き
な
い
思
い
出
の
ペ
ー
ジ

を
、
は
ら
り
は
ら
り
と
繰
っ
て
い
る
頭
上
に
、

お
だ
や
か
な
春
の
日
差
し
が
嬰
児
を
撫
で
る

手
の
よ
う
に
、
絶
え
間
な
く
降
り
注
い
で
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
永
代
供
養
堂
の
完
成
を
待
っ
て
、

水
無
月
の
三
十
日
。
檀
信
徒
の
方
々
の
参
集

の
中
、
落
慶
法
要
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
前
夜
か
ら
の
雨
。

　

読
経
の
あ
と
の
ゆ
る
り
と
膨
ら
ん
だ
時
間

に
、

　
「
雨
の
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
爽
や
か
な
笑
顔
で
、

　
「
こ
の
人
の
世
の
中
で
む
す
ば
れ
る
様
々

な
縁
の
、
か
く
も
美
し
い
」

と
語
ら
れ
る
ご
住
職
の
「
雨
の
お
話
」
を
聞

き
な
が
ら
、
テ
ン
ト
を
打
つ
時
に
強
く
ま
た

時
に
優
し
い
雨
音
と
共
に
、
こ
こ
に
始
ま
る

新
し
い
空
間
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

須
磨
寺
大
仏
師　
　

山
髙
龍
雲

 
仏
師
逍
遙

蓮生院 永代供養堂本尊 阿弥陀如来像


